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 「第１８回塙保己一賞」の受賞者が決定しました 

  －１２月２１日(土)に表彰式・記念公演を行います－ 

 

 障害がありながらも顕著な活躍をされている方、障害者のために貢献している方・

団体を表彰する「塙保己一賞」の第１８回受賞者を決定しました。 

 令和６年１２月２１日(土)に、本庄市児玉文化会館セルディで表彰式を行います。 

 当日は、本庄市の子ども劇団が群読劇「世のため後のため 塙保己一物語」を披露。

表彰式に花を添えていただきます。 

 どなたでも御参加いただけます。皆様の御来場を心よりお待ちしています。 

  

１ 第１８回塙保己一賞 受賞者・プロフィール  

  ※年齢は表彰日現在 

（１）大賞(社会的に顕著な活躍をしてきた障害のある個人) 

■本間 律子 (ほんま りつこ)氏 ５２歳 

 視覚障害１級。日本社会事業大学 学長室多心型福祉連携センター研究員。社会福

祉法人聖明福祉協会会長秘書兼生活相談員。 

幼少期から重い視覚障害があり、障害当事者であることを福祉の仕事で生かせるの

ではないかと思い、社会福祉士の資格を取得。 

大学在学時に居住していた松山市の障害者計画策定プロジェクトチームに参加し

たことをきっかけに、障害者自らが政策研究に携わることが重要であると感じ、大学

院に進学し、博士号を取得。 

現在までに、著書や学術論文を多数執筆するとともに、大学での非常勤講師、講演

会・研修会などの講師を務める。自身の仕事や活動を通じて経験した問題や得られた

知見を『点字ジャーナル』に寄稿されるなど、教育・研究・福祉の分野で活躍してい

る。 

また、２００８年から２０１６年まで岡山市設計支援委員として、公共施設におけ

る視覚障害者用支援設備について、当事者の立場から様々な助言を行った。 

最近では、社会福祉法人での仕事の傍ら、点字ブロック誕生過程について研究。そ

の成果は新聞やラジオ番組でも紹介された。 

現在も、日本社会事業大学の学長室多心型福祉連携センター研究員として、福祉分
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野における視覚障害者の歴史の研究と福祉実践の経験をもとに、研究を続けている。 

２０２４年に第１９回片岡好亀賞を受賞した。 

 

（２）奨励賞(今後さらに社会的な活躍が期待される６０歳未満の障害のある個人) 

 ■稲木 良光 (いなぎ よしみつ)氏 ５１歳 

 視覚障害 1 級。プロコントラバス奏者。 

 東京音楽大学コントラバス専攻を卒業、在学中より在京のプロ楽団などでの活動を

始め、卒業後は国立音楽大学オーケストラ助手を３年務め、その後常葉短期大学音楽

科講師を１０年間務める。 

また、地元静岡では幼稚園や小学校、児童養護施設などへ出向いての出前コンサー

トをおこなっており、その累計は４０００回を越えている。 

視覚障害者になってからも地域文化向上のため、様々なジャンルのアーティストた

ちと珍しいコラボなどを多数行い注目をあびている。 

地元静岡のＦＭラジオなど３つの局で２３年間レギュラー番組が続いた。 

国際交流の一環としてロシアのバラシハ市に出向き平和コンサートや講演会を行

ったり、国内では全国の吹奏楽部のコントラバスの生徒さんに向けた奏法講習会など

に呼ばれるなど、多くの活動を繰り広げている。 

 

（３）貢献賞(社会的に顕著な障害者支援活動等を行った個人・団体) 

 ■佐久間 侶男 (さくま ともお)氏 ７５歳 

 自身も交通事故により脊髄損傷を負い、車いすで生活を送る身体障害者でありなが

ら、様々な分野において障害者支援を精力的に行っている。 

スポーツ分野では、自身が水泳選手として活動したことを生かし、車いすバスケッ

トボールや、日本ハンドサイクルなどの障害者スポーツの普及に取り組んでいる。 

東日本大震災の際には、避難所や仮設住宅で生活する車いす使用者に入浴の機会を

提供するため、私財を投じて、バリアフリー対応のリフト付きユニットバスを設置し

た。 

自ら開発した井戸の工事に使う止水用粘土の製造作業をあさか向陽園に発注し、入

所者の就労の場づくりに貢献している。 

脊髄損傷者と視覚障害者が連携して働く、就労継続支援Ａ型事業所のマッサージ治

療院を設立し、多くの視覚障害者の雇用を実現した。 

能登半島地震の際にも、被災地に必要物資を届けたり、各地で募金活動を行ってい

る。 

２００８年 埼玉県社会福祉事業団から表彰された。 
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２ 表彰式、記念公演 

（１）日時・会場 

   令和６年１２月２１日(土) １３時００分から１５時２０分 

   本庄市児玉文化会館（セルディ)ホール 

 

（２）プログラム 

  ①表彰式(１３時から１４時) 

   知事から受賞者３名に表彰状及び記念品の授与 

  ②記念公演（１４時２０分から１５時２０分） 

   子ども劇団による群読劇「世のため後のため 塙保己一物語」 

 

   ■子ども劇団 

    地元の小中学生、高校生の２９名の児童生徒で構成する劇団。塙保己一の業

績を広く伝えるために活動を続けており、結成から４年間で、１５回を超える

公演を行った。多くの子供達が参加しながら、塙保己一の生涯を演じ続けてい

る。 

 

（３）定員など 

  ・定員４００人 

  ・入場無料。どなたでもお越しいただけます。 

 

（４）駅からの無料送迎バス 

   表彰式当日は、以下の駅から、電車の発着に合わせて臨時無料送迎バスを運行

します。なお、復路のバスの一部は、「塙保己一記念館(入場無料)」を経由しま

すので、同記念館にお立ち寄りいただけます。 

  [バスの運行時刻]  

   ・ＪＲ高崎線 本庄駅 南口：１１時３０分発､１２時１５分発､１２時３０分発 

   ・ＪＲ上越新幹線 本庄早稲田駅 北口：１２時００分発 

   ・ＪＲ八高線 児玉駅：１２時４５分発 

   ※車いすの方は１２時１５分本庄駅南口発を御利用ください(乗車可能台数に

限りがありますので、あらかじめ御了承ください)。 

  


